
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

み  き            も  り 
森町森林組合 

冬号  
発行日 R5.1.18 

令
和
５
年
が
ス
タ
ー
ト 

～
鳶
目
兎
耳
～ 

 

 

太
陽
光
発
電
等
に
係
る 

林
地
開
発
許
可
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て 

                 

 

森
林
へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
に
際
し
て
各
地
で
災
害
や
景
観
等
へ
の
懸
念

が
高
ま
る
と
と
も
に
、
林
野
庁
で
は
令
和
元
年 

月
に
有
識
者
検
討
会
を
開
催
し
、
新

た
な
許
可
基
準
を
整
備
し
ま
し
た
。 

検
討
会
で
は
、
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、
許
可
を
要
す
る
面
積
基
準
を0

.5

㌶
と

す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
の
提
言
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
検
討
経
緯
を
得
て
、
令
和
４
年
９
月
に
森
林
法
施
行
令
を
改
正
し
、
太
陽

光
発
電
設
備
の
設
置
を
目
的
と
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、0

.5

㌶
を
超
え
る
も
の
に
つ

い
て
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
要
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

そ
の
他
の
許
可
基
準
等
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
に
対
す
る
技
術
的
助
言
と
し
て
、

令
和
４
年 

月
に
通
知
を
発
信
し
ま
し
た
。
通
知
で
は
、
開
発
行
為
が
分
割
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
面
積
基
準
を
下
回
る
よ
う
な
事
例
に
対
処
す
る
た
め
、
開
発
行
為
の
一
体
性

の
判
断
の
目
安
に
つ
い
て
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
短
時
間
豪
雨
の
頻
度
が
増
加
す
る

な
ど
雨
の
降
り
方
が
極
端
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
防
災
施
設
の
基
準
や
防
災

施
設
を
設
置
す
る
ま
で
の
間
は
他
の
開
発
行
為
を
制
限
す
る
こ
と
を
許
可
の
条
件
に

付
す
こ
と
な
ど
を
示
し
て
い
ま
す
。 

 

             

謹

ん
で
新

年

の
ご
挨

拶

を

申

し
上

げ
ま
す
。 

本

年

も
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願

い
致

し
ま
す
。 

 

令

和

五

年

 

元

旦

 

 

代

表

理

事

組

合

長 

甚
沢 

万
之
助 

代

表

理

事

副

組

合

長 

高

松

 

和

宏 

理 
 

事 
 
 
 
 
 
 

大

石

 

文

六 

同 
 
 
 
 
 
 
 
 

小

倉

 

豊

寿 

同 
 
 
 
 
 
 
 
 

山

﨑

 

徹

也 

同 
 
 
 
 
 
 
 
 

木

下

 

道

雄 

同 
 
 
 
 
 
 
 
 

鈴

木

 

均 

同 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐

藤

 

雄

一 

代

表

監

事 

阿

部

 

雄

山 

監 
 

事 
 
 
 
 
 
 

瀧

下

 

和

俊 

同 
 
 
 
 
 
 
 
 

川

崎

 

知

哉  

統
括 

兼 

総
務
課

長 

鈴

木

 

清

之 

森

林

整

備

課

長 

鈴

木

 

啓

史 

森

林

計

画

課

長 

村

山

 

英

人 

総

務

課

長

補

佐 

加

藤

 

美

幸 

総

務

課 

経

理

係

長 

奥

宮

 

紀

子 

森

林

施

業

係

長 

山

出

 

哲

聖 

同 
 
 
 
 
 
 
 
 

尾

﨑

 

武

司 

森
林
施
業

係 
 
 
 
 

池

谷

 

芹

菜 

同 
 
 
 
 
 
 
 
 

坂

倉

 

悠

斗  

 

従
業
員
一
同 

 

 

                

迎 

春  

代
表
理
事
組
合
長 
甚
沢
万
之
助 

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
９
月
の
台
風 

号
の
影
響
で
、
こ
の
森
町
は
昭
和 

年
「
七
夕
豪

雨
」
以
来
の
雨
量
を
記
録
し
、
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
床
上
・
床
下
浸
水
、
住
宅
へ
の
土
砂
流
入
、
県
道
・
町
道
・
林
道

も
数
多
く
被
害
を
受
け
ま
し
た
。 

幸
い
に
も
負
傷
者
な
ど
の
人
的
被
害
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
不

幸
中
の
幸
い
で
し
た
。 

世
界
的
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
奪
い
合
い
、
地
下
資
源
の
奪
い
合
い
、
食

料
・
水
の
奪
い
合
い
、
そ
れ
ら
全
て
が
戦
略
物
資
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

林
業
を
取
り
巻
く
環
境
で
は
、
一
昨
年
の
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
木

材
・
建
築
業
界
が
混
乱
し
ま
し
た
。
日
本
で
は
人
口
減
少
が
既
に
始
ま
っ
て

お
り
、
今
世
紀
末
に
は
今
の
人
口
の
半
分
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。 

現
在
、
先
人
が
大
切
に
育
て
た
森
林
が
一
千
万
㌶
あ
り
ま
す
が
、
今
世
紀

末
に
は
約
六
百
万
㌶
あ
れ
ば
、
良
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
残
り
の
四
百

万
㌶
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
行
く
か
課
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。 

来
た
る
べ
き
時
代
の
為
に
今
の
森
林
整
備
を
確
実
に
行
う
こ
と
が
森
林

組
合
の
使
命
で
あ
り
ま
す
。 

今
年
は
兎
年
で
す
。
森
町
森
林
組
合
に
お
い
て
は
、
兎
が
飛
び
跳
ね
る
様

子
の
ご
と
く
次
の
ス
テ
ー
ジ
を
目
指
し
て
行
き
ま
す
。 

今
年
一
年
の
組
合
員
皆
様
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
し
、 

年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

【
鳶
目
兎
耳
】
遠
く
の
獲
物
を
発
見
で
き
る
鳶(

ト
ビ)

の
よ 

う
に
、
ま
た
、
兎(

ウ
サ
ギ)

の
ご
と
く
小
さ 

な
音
で
も
聞
こ
え
情
報
収
集
力
が
高
い
人
の
こ
と
を
言
う
。 

 

 

 

 

 

森
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能
の
適
切
な
発
揮
を
確
保
す
る

た
め
、
森
林
法
に
お
い
て
は
、
保
安
林
制
度
や
林
地
開
発
許

可
制
度
等
に
よ
り
、
森
林
の
保
全
と
適
正
な
利
用
を
図
っ
て

い
ま
す
。
保
安
林
で
は
開
発
行
為
を
厳
し
く
規
制
す
る
一
方

で
、
保
安
林
以
外
の
民
有
林
に
お
け
る
開
発
行
為
に
つ
い
て

は
、
林
地
開
発
許
可
制
度
に
よ
り
、
一
定
規
模
以
上
の
開
発

行
為
に
つ
い
て
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
要
す
る
こ
と
と
し

て
規
制
し
て
い
ま
す
。 

許
可
に
当
た
っ
て
は
、
都
道
府
県
知
事
が
「
災
害
の
防
止
」

「
水
害
の
防
止
」
「
水
の
確
保
」「
環
境
の
保
全
」
の
４
つ
の

要
件
を
審
査
し
、
そ
れ
を
満
た
す
場
合
に
開
発
行
為
が
許
可

さ
れ
ま
す
。 

開
発
や
違
反
行
為
に
対
し
て
は
、
都
道
府
県
知
事
が
中
止

命
令
や
復
旧
命
令
の
監
督
処
分
を
実
施
す
る
ほ
か
、
監
督
処

分
に
従
わ
な
い
場
合
は
告
発
さ
れ
、
罰
則
と
し
て
３
年
以
下

の
懲
役
又
は
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
さ
れ
ま
す
。 

地
球
規
模
の
課
題
で
あ
る
気
候
変
動
問

題
の
解
決
に
向
け
、
太
陽
光
発
電
を
は
じ

め
と
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

も
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。 

林
野
庁
で
は
、
今
回
の
林
地
開
発
許
可

制
度
の
見
直
し
に
よ
る
森
林
に
お
け
る
太

陽
光
発
電
の
開
発
の
適
正
化
及
び
森
林
の

有
す
る
公
益
的
機
能
の
維
持
を
通
じ
、
こ

れ
か
ら
の
両
立
に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え

で
す
。 

 
 

情
報
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林
野
よ
り
引
用 

 

え
ん
も
く
と
じ 

15 

49 
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す ぎ 
長さ 

(m) 

末口径 

(cm) 
中 値 

1 本当たり 

単価(円) 
摘   要 

3m 

14 14,000 826 柱目 3.5 寸取 

16～18 18,000 1,566 柱目 4 寸取 

20～ 18,000 2,376 中目 

4m 

14 16,000 1,248 桁目 3.5 寸取 

16～18 18,000 2,088 桁目 4 寸取 

20～22 18,500 3,256 中目 

24～28 18,500 4,995 中目 

30～34 18,500 7,585 二番玉節小 

6m 
16～18 - - 通し柱４寸 

20～22 - - 通し柱太角 

 

ひのき 
長さ 

(m) 

末口径 

(cm) 
中 値 

1 本当たり 

単価(円) 
摘   要 

3m 

14 17,000 1,003 柱目 3.5 寸取 

16～18 26,000 2,262 柱目 4 寸取 

20～ 22,000 2,904 太角目 

4m 

14 20,000 1,560 土台目 3.5 寸取 

16～18 24,000 2,784 土台 4 寸取 

20～22 23,000 4,048 中目縁甲取 

24～28 23,500 6,345 中目 

30～34 25,000 10,250 二番玉節小 

6m 
16～18 30,000 5,820 通し柱４寸 

20～22 28,000 7,420 通し柱太角 

 

三 木 の 森 林 だ よ り 
山のことなら何でも森町森林組合に 

購買情報 
 

種駒打ちシーズンが到来！ 
購買担当の加藤が自信を持ってお

勧めするのが、森産業のにく丸(森

290号)です。 

全国的に最も多く使用されている

品種であり、乾・生両方で大活躍す

る品種で、発生は 

接種翌年の 9～11月 

にかけてボリューム 

感のあるキノコが発 

生します。 

 

森林環境譲与税を活用した 

森町森林教育を実施 
森町内の小学 5年生(120人)を対象に旧三倉小学校

で「森に入ってみる」「林業に触れる」をテーマとし

て開催しました。今年度初めての取組で伐採風景を見

たり、森林〇✕クイズや実際に林業機械の運転席に座

ったり校外学習のお手伝いをさせて頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森町内の児童・生徒たちに森林の魅力・林業の 

魅力を来年度も発信していきたいと思います。 

 

令和 5年 立木伐採カレンダー 
◎昔から暦の上で毎月のうち、木の伐れる良い日が伝えられております。参考にして下さい。 大つち● 小つち■ 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 

1 月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● 〇 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 〇 〇 〇 〇 〇 

2 月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

3 月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● 〇 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 〇 〇 〇 〇 

4 月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

5 月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● 〇 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 〇 〇 〇 〇 〇 

6 月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

7 月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● 〇 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

8 月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

9 月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● 〇 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

10 月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

11 月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● 〇 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

12 月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

※大つち・小つちはともに 7日間です。その時期に木を伐ると丸太の状態では虫が入りやすく腐り易くなります。 

※逆に、除伐はこの時期に伐ると早く腐り易く、山の肥料化を促します。※この表は伐採（根放し）の目安です。造材（玉切り）は関係ありません。 

 
 

  

¥4,125-(税込) 1,000 駒入 
 

森組からお知らせ 
●組合員名簿等名義変更について 

所有森林で相続・取得・売却等が

生じた際には、組合員名簿及び出資

証券の名義変更等が必要となります

ので、御連絡下さい。 

●職員によるブログについて 

『はまぞう』に組合職員スタッフ

ブログを公開しています。 

 

FSC年次監査の報告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 12 月 12 日～13 日の 2 日間に

わたり、FSC 年次監査が実施されました。 

書類審査から現地審査、作業員へのイン

タビューなど普段どおり私達が行ってい

る業務活動について確認して頂き、講評の

結果大きな指摘事項はありませんでした。 

インタビューを受けた職員も堂々と受

け答えを行い、認証への理解が隅々までい

きわたっていることが実感できました。 

この結果を私たちの自信につなげ、今後

も遠州森林認証グループの皆様と共に森

林認証の考え方を実践していきます。 

 

 

 

  

  

 

 

  


